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1 Киселев С. В., 1947, Монголия в древности, Известия 
АН СССР, серия истории и философии, т. IV, вып.4. [キ
セリョフ S. V.「古代のモンゴル」『ソビエト科学アカ
デミー報』歴史・哲学 Ⅳ-4]
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ビエト考古学』1957-2]
История Монгольской Народной Республики, М. [『モン
ゴル人民共和国史』モスクワ ]
2 1956 年に、モンゴル人民共和国科学委員会の歴史室
は 220 か所の廃城址と要塞を登録した (1947 年にそ
＊＊＊
　モンゴルにおける最も古い城址と要塞的居住址
は、前 3 ～前 1 世紀に中央アジアを支配した匈奴
に関するものである。『史記』によると、モンゴル






















の 5 基の城址を入れると、匈奴の広大な領域に 10
基の城址が存在したといっていいだろう ( 図 1, 2, 
3)。
　これら要塞から発見された土器片、建物壁の外装
れらは 47 か所のみ判明している。S. V. キセリョフ「古
代のモンゴル」p.380)。
3 『蒙古游牧記』( 張穆 [ 撰 ] 訳 3)、ポポヴァ P. S. [ 訳 ])。
Попова П. С., 1895, Мэн-гу-ю-му-цзи, СПб: 382. [『蒙古
遊牧記』サンクトペテルブルク : 382]
『大清一統志』3 巻 , p.45, 71. ( 写本：ウランバートル
の国立図書館書庫 )。さらに古い時代、特に板石墓文














































4 Киселев С. В., 1951, Древняя история Южной Сибири, 
М: 479-484. [ キセリョフ S. V.『シベリアの古代史』モ
スクワ : 479-484]
5 Бичурин Н. Я., 1950, Собрание сведений о народах, 
обитавших в Средней Азии в древнейшие времена, т.1, 
М-Л.: 76, 78. [ ビチューリン N. Ya.『古代に中央アジ
アに居住した民族に関する資料集』1 巻、モスクワ -
レニングラード : 76, 78]
6 『大清一統志』( モンゴル時代 ) 巻 3、47 頁。
7 『蒙古游牧記』( ポポヴァ P. S. [ 訳 ] )、382 頁。
8 同上、382 頁。
図 2　ゴア・ドフ匈奴城址のプラン (ヘンティー県 )
図 4　匈奴城址の調査にともなう遺物
A: ブルヒーン・ドルボルジン城址出土の瓦当 (トゥ
ブ県 )；Б, B: ゴア・ドフ城址出土の瓦当；Г: ゴア・
ドフ城址の供物台で出土した外装塼











9 Рамстедт Г. И., 1912, Как был найден «селенгинский 
камень», Труды Троицкосавско-Кяхтинского отделения 
Приамурского отдела Императорского Русского 
географического общества, т. XV, вып.1, Кяхта: 34-39. 
[ ラムステッド G. J.「どのようにして「セレンゲの石」
は発見されたか」『ロシア帝国地理学協会プリアムー
ル部トロイツコサウスク - キャフタ支部報告』15 巻
1 号、キャフタ : 34-39] 訳 6)































　10 世紀 20 年代から 12 世紀前半までモンゴルの
地を支配した契丹 ( モンゴル起源の民族 ) の時期に
は、一連の城址が建設された。
　契丹にとって城の建設は、その時にモンゴルにい












10『蒙古遊牧記』( ポポヴァ P. S. [ 訳 ] )、340 頁。
11 Рамстедт Г. И., Уйгур улсын хураангуй туух. [ ラムス










13 『蒙古游牧記』( ポポヴァ P. S. [ 訳 ] )、339~340 頁。
そのことはまた、『遼史』第 1 冊、22 頁 ( 中国語 )。
『モンゴル諸県の土地管理政策 (Олон Монгол аймгийн 
газрын ойллого)』 ( 満州語からの翻訳 )、( 写本はモン




は D. A. クレメンツと S. V. キセリョフによるウラン
バートル－ホブド国道上のハダサン駅 (ст. Хадасан)
ゴル人民共和国国立図書館アジア部所蔵 )。『大遼国
の研究』( 満州語 )、巻 5、北京、1633 年、36 ～ 37
頁。『大遼国の王室年代記』(Дайляо улсын эх адгийн 
хэргийг тэмдэглжсэн шастир)、第 1 冊、北京、1913
年、69 頁 ( 中国語からの翻訳 )。





に 2 つ の 居 住 址 廃
墟が発見された。そ
れ は、 ヘ ー リ ー ン・
ボ ル ギ ー ン・ ト ー
リ (Хээрийн булгийн 
туль) とドグシヒン・















ルブルック、マルコ・ポーロ、長春真人 ( 邱処機 )、
張徳輝訳 8) は、最も多くチンギス・ハーンの首都カ
ラコルム ( ハルホリン ) について書いている。我々
аймгийн газрын ойллого)]







































14 Клеменц Д. А., 1895, Археологический дневник поездки 
в Среднюю Монголию в 1891 году, Сборник трудов 
Орхонской экспедиции, вып.2, СПб: 27-46. [ クレメンツ 
D. A.「『1891 年北モンゴル旅行の考古日誌』( オルホ
ン学術調査報告集 , 2 巻 )]
Радлов, В. В., 1895, Атлас древностей Монголии, 
Типография Императорской академии наук: табл. LXIII-
LXVI. [ ラドロフ V. V.『古代モンゴル地図集』帝国科
学アカデミー印刷所、図 LXIII-LXVI]




15 『モンゴル諸県の土地管理政策』[(Олон Монгол 
図 7　バルス・ホトⅠ城址の遺物　






は今日まで、モンゴルにおいて 13 世紀末から 14
世紀初めにカラコルムのような大きな城址を知らな
い。ところが 17 世紀のモンゴル人の歴史家サガン・
セチェンは、フビライの時 (13 世紀 60 ～ 80 年代 )
にモンゴルには大都 ( 現在の北京 ) に比肩する 2 つ
の大きな都市、エルチュ - ギーン・ツァガーン・バ
ルガス (Эрчу-Гийн цагаан балгас) とアルリン・ツァ




















願う祈願文が書かれている ( 図 9) 訳 10)。ホクシン・
17 サガン・セチェン『蒙古源流』( 写本：モンゴル人
民共和国科学委員会歴史部保管 )
18 Намнандорж, Отчет о работе второй музейной 
экспедиции 1953 г.: 60б 64.[ ナムナンドルジ「1953 年














テール山 (Хөгшин тээл)( ウブルハンガイ県 ) の近く
で、フビライとアリクブケの大ハーンをめぐる抗争




ている訳 11)。ヘルレン・バルス (Хэрлэн барс) 訳 12) の










19 Козлов П. К., 1928, Краткий отчет о Монголо-
Тибетской экспедиции Государственного русского 
географического общества 1923-1926 гг., （Северная 
Монголия, вып.3), Л: 43 табл.VIII рис.15. [ コズロフ P. 
K.『1923 ～ 1926 年のロシア地理学協会モンゴル・
チベット調査団に関する簡報』( 北モンゴル 3 巻 )、






















モンケ ( バト・ムンフ ) が自身の首都としてカラコ
ルムを築いたことがしられている。
　アブタイ・ハーン (1586 年 ) のカラコルム遺址





を建設した ( 図 12)。エルデネ・ゾーはチンギシド
図 12　1586 年に建造された最初の定住寺院
エルデネ・ゾーの図 (19 世紀 )
図 13　テス川沿いの 17 世紀の石築城塞址訳 13) 図 14　エルデネ・ゾーを造営した






新たに城を建設した。このことは B. Ya. ヴラディミ
ルツォフが指摘している。もちろんこの時代には、
ツォグト・タイジが領主の館を築いた。この時代の
城は、角に櫓 ( 角墩 ) のある四角形の城で、そのこ
とはロシアの旅行家であるイワン・ペトリン (Иван 
Петлин) が 1620 年に記している。この時代から石
築の城、防備施設のある僧院と寺院が築かれ始め
た。、例えば、現在まで保存されてきたハルボフ川
の遺跡訳 14)、ホグノ - タルナ山の遺跡訳 15)、サリダ
ク山の遺跡訳 16) 等々がこれを立証する。この時代の














































21 Греков Б.Д.[ерөнхийн редакци], 1955, Бүгд Найрамдах 
Монгол ард улсын туух, Улаанбаатар: 212, 215. [ グレコ
フ B. D. 編『モンゴル人民共和国の歴史』ウランバー
トル ]
原載：
Пэрлээ Х., 1957, К истории древних городов и 
поселений в Монголии, Совесткая археология 












訳 1 のとおりであるが ( アルハンガイ県は入らない )、
原文のとおり訳出した。
訳 3) 著 者 名 は 原 文 に な い が 付 け 加 え た。 張 穆
(1805~1849 年 ) は清代の人。









合との二通りの名称がある ( 末尾参考図参照 )。
訳 6) 原文は巻号が誤りであり訂正した (VI → XV)。
訳 7) ウイグル可汗国の第 2 代可汗の葛


























ス ミ ー ン ･ ト ル ゴ イ ン ･ バ ル ガ ス
ミーン・トルゴイ城址 (Сүмийн толгойн 
балгас)。
訳 14) ハ
ハ ル ･ ボ ヒ ン ･ バ ル ガ ス
ル・ボフ城址 (Хар бухын балгас)。
訳 15) ホグノ・タルニン・ヒード (Хөгнө тарнын хийд)。
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(白石典之 2002『モンゴル帝国史の考古学的研究』 288 頁 , 図 3-68)
ホクシン・テール城址
(白石典之 2002『モンゴル帝国史の考古学的研究』 269 頁 , 図 3-58)
